































治 18～ 19年）や二葉亭四迷の『浮雲』（明治 20年）には，次のような用例が確認される。
01  継原　それからが大變だツたツサ。（継原→須河）
02  須河　我輩ハ牛屋へ手拭を忘れてきたツさ。（須河→山村）
   『当世書生気質』
















































































































資料名 ﾝﾀﾞ ﾉﾀﾞ ﾝｻ ﾉｻ ﾓﾝﾀﾞ ﾓﾉﾀﾞ ﾓﾝｻ　 ﾓﾉｻ
金々先生栄華夢（安永 4年　1775）  0  0  0  0  0  0  0  0
高慢斉行脚日記（安永 5年　1776）  0  0  0  0  0  2  0  0
見徳一炊夢（天明元年　1781）  0  0  0  1  0  1  0  0
御存商売物（天明 2年　1782）  0  0  0  1  0  0  0  0
大悲千禄本（天明 5年　1785）  0  0  0  0  1  0  0  0
莫切自根金生木（天明 5年　1785）  0  0  0  0  0  2  0  0
江戸生艶気樺焼（天明 5年　1785）  0  0  0  7  1  5  0  1
文武二道万石通（天明 8年　1788）  0  1  0  0  1  3  0  0
孔子縞于時藍染（寛政元年　1789）  0  0  0  0  2  6  0  0
心学早染艸（寛政 2年　1790）  0  0  0  0  2  1  0  0
敵討義女英（寛政 7年　1795）  0  0  0  0  0  0  0  0
遊子方言（明和 7年　1770）  0  0  0  0  0  1  0  0
辰巳之園（明和 7年　1770）  0  1  0  3 10  7  0  0
道中粋語録（安永 8年　1779頃）  0  0  0  1  2  0  0  2
卯地臭意（天明 3年　1783）  0  7  0  4  4  2  0  0
総籬（天明 7年　1789）  0  4  0  5  8  3  0  2
傾城買四十八手（寛政 2年　1790）  0  0  0  6  4  6  0  0
錦之裏（寛政 3年　1791）  0  1  0 1  3  1  0  0







ﾝﾀﾞ ﾉﾀﾞ ﾝｻ ﾉｻ ﾓﾝﾀﾞ ﾓﾉﾀﾞ ﾓﾝｻ　 ﾓﾉｻ
浮世風呂（文化 6～ 10　1809～ 13）  1 46  0 69 54 29  1 22
浮世床（文化 10～文政 6　1813～ 23）  0 55  0 35 40 34  0 18
春色梅児誉美（天保 3～ 4　1832～ 33）  2 46  0 8  8 16  0  0
春色辰巳園（天保 4～ 6　1833～ 35） 20 61  0 16 25 12  0  0
仮名文章娘節用（天保 2～ 5 1831～ 34）  1 27  0 19  3 19  0  2
春色恋廼染分解（万延元年　1860） 12 67  0 40 12 16  0  0
春色江戸紫（元治元年　1864）  5 30  0 20 15  3  0  1












11  よね　 ナニサどうもしねへが全体このごらアさはりよふじでゐたんだはネ（米八→船宿
の女） 『春色梅児誉美』
















































































   『浮世風呂』





























   『浮世風呂』






































































































24  唯　 今度の選挙には実業家として福積が当選したらう。俺も大いに与つて尽力したん
さ。
   　　   （唯継→宮）






ﾝｻ ﾉｻ ﾓﾝｻ ﾓﾉｻ
安愚楽鍋（明治 4～ 5　1871～ 72）  0  7  0  3
当世書生気質（明治 18～ 19　1885～ 86） 23 34  2  1
浮雲（明治 20年　1887）  1  9  0  5
金色夜叉（明治 30～ 36　1897～ 1903）  5 20  0  0
















ﾉﾀﾞ 男性   9 10（純粋な地の文 5，引用文 2，独白 3）
女性   5






























 「金々先生栄華夢」（安永 4年　1775）　「高慢斉行脚日記」（安永 5年　1776）　「見徳一炊夢」（天明元
年　1781）　「御存商売物」（天明 2年　1782）　「大悲千禄本」（天明 5年　1785）　「莫切自根金生木」
（天明 5年　1785）　「江戸生艶気樺焼」（天明 5年　1785）　「文武二道万石通」（天明 8年　1788）　「孔
子縞于時藍染」（寛政元年　1789）　「心学早染艸」（寛政 2年　1790）　「敵討義女英」（寛政 7年 
1795）　「遊子方言」（明和 7年　1770）　「辰巳之園」（明和 7年　1770）　「道中粋語録」（安永 8年 
1779頃）　「卯地臭意」（天明 3年　1783）　「総籬」（天明 7年　1789）「傾城買四十八手」（寛政 2年 
1790）　「錦之裏」（寛政 3年　1971）　「傾城買二筋道」（寛政 10年　1798）以上は『日本古典文学大
系　47』（1971）
 「浮世風呂」（文化 6～ 10　1809～ 13）『日本古典文学大系 63』（1959）（但し「浮世風呂」の前編は『新
日本古典文学大系 86』（1989）を使用。）
 「浮世床」（文化 10～文政 6　1813～ 23）『新潮日本古典集成』（1982）
 「春色梅児誉美」（天保 3～ 4　1832～ 33）　「春色辰巳園」（天保 4～ 6　1833～ 35）『日本古典文学
大系　64』（1962）










 　   ・早速其つかれた所へ胴薬壹匁斗のせて，火をつければ，毒気はやくつんのく物
もの
だ。
　　　   ・胸の通りに玉かあれは，鉄砲かためられないもんだ。
（5） 『辰巳之園』にある「やだちゆう節」（頭注では「明和ころから流行し，幕末頃には「やだちゅう節」
とよばれ，拳歌になった俗謡」とある）では「もんです」の形が見られる。
おいらを狐
きつね
が，はらませて，御
ご て
亭になろとは，わしや，やです。やです／＼，やでもです。しんぢ
つやあでは，なけれども，人
ふ と め
目はづかしけりや，わしややです。やですと云事はいわねエもんです。
（6） 『遊子方言』では接続助詞「から」に続く「もんだ」が見られる。また，『卯地臭意』には「ものでご
ぜへす」「もんでごぜへす」の用例も見られるが，数値には入れていない。
（7） 著者の逍遥は地方出身者で，18歳の時に東京に上京した。『当世書生気質』の稿を起こしたのは，27
歳のときとされている。小松（1973）では「流入者逍遥は，この 9年間に東京語を習得したという自
信を得たにちがいない。」としている。
（8） 「んか」は，『当世書生気質』の書生の言葉にも見られる。
 　継原　君もあちらへいくんか。それじやあ一所にゆかう。
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